
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    2023 年の日本経済は、コロナ感染に関する経済活動抑制政策から回復政策への本 

格転換、原油価格・円安の一服等により内需を中心に底固い動きとなり、22 年より 

若干実質成長率が高まり 1.5%弱の成長となる。但し、内需の中でも観光・サービス 

業等を中心の回復となり、景況感はまだら模様になることが見込まれる。とくに、中 

国での感染状況、日本国内での労働力不足は回復の足を引っ張る可能性がある。加え 

て、金融政策の漸次的見直しにより長期金利の上昇が少しずつでも見込まれること、 

インフレ圧力の消費活動への影響等懸念材料は多々あり、本格回復とはなりづらい。 

24 年に関しては、欧米諸国の経済回復により輸出を中心とする外需は増加する一方 

で、労働コストの高まり等から内需に関しては若干減速する可能性がある。 

日本経済・2023 年見通し 

2023/1/16第 885号 朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 
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